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１．調査目的 

本調査は、平成 20 年３月に策定した『亀岡市まちづくり協働推進指針』を基に、市民と行

政が主体となって協働によるまちづくりを進めていくため、市民活動の実態や「協働によるま

ちづくり」の考えなどを把握し、今後のまちづくりの推進に向けた基礎資料とするとともに、

今後の施策に反映していくことを目的とする。 

 

 

 

２．調査項目 

調 査 項 目 質 問 項 目 

性別 

年代 

職業 

家族構成 

居住地区 

１．基本属性 

居住年数 

問１-１ 地域における活動の参加状況 

問１-２ 分野ごとの活動の参加状況 

問１-３ 分野ごとの活動に参加したことがない理由 

２．地域コミュニティ活動 

について 

問２ 地域コミュニティ活動の取り組み状況 

問３ 「協働」の認知度 

問４ 「協働」についての学習状況 

問５ まちづくりに向けた活動に対する意向 

問５-１ まちづくりに向けた活動内容 

３．協働とＮＰＯの理解度 

と活動について 

問６ 「ＮＰＯ」の認知度 

問７ 公共サービスに対する負担 

問８ 公共サービス提供に対する協力の有無 

問９ 協働によるまちづくりに対する考え 

問 10 協働のまちづくりにおける意識改革の必要性 

問 11 協働で取り組むことが必要（有効）な分野 

問 12 協働によるまちづくりに向けて行政に求められること 

問 13 協働によるまちづくりに向けて市民に求められること 

４．「協働」の進め方 

について 

問 14 より良いまちづくりのための取り組み体制 

５．自由意見 問 15 自由意見 
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３．調査設計及び回収結果 

調 査 対 象 亀岡市在住の 18 歳以上の方（無作為抽出） 

調 査 方 法 郵送配布・郵送回収 

調 査 期 間 平成 20 年９月 17 日～10 月 15 日 

対 象 者 数 １,０００ 

有効回答数 ４０８ 

有効回答率 ４０．８％ 

 

 

 

４．報告書の見方 

（１）図中のＮ（Number of case）は、設問に対する回答者数のことである。 

 

（２）回答比率（％）は回答者数（Ｎ）を 100％として算出し、小数点以下第２位を四捨五入し

て表示した。四捨五入の結果、内訳の合計が計に一致しないことがある。また、一人の対

象者に複数の回答を求める設問では、回答比率（％）の計は 100.0％を超える。 

 

（３）図中に次のような表示がある場合は、複数回答を依頼した質問である。 

・ ＭＡ ％（ Multiple Answer）：回答選択肢の中からあてはまるものをすべて選択する場合 

・３ＬＡ％（3 Limited Answer）：回答選択肢の中からあてはまるものを３つ以内で選択する場合 

 

 

 


